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ほか編， 2007)，その1詰矢は， 1950年代末の Euregio(ドイツ・オランダ匡j境)の設立である.その
後，多くの@]:境地域にユーロリージョン連携組織が設立され， 1990年からは EC/EUによるインター
レクー事業が開始されている さらには，企業による国境を挟んだ地域分業体制の確立もみられ(伊藤，











に越境通勤流動を扱った研究は非常に多い(たとえば， Mohr， 1982， 1986， 2000など). 日本で発表


















の i主い免地域全体 (I~IJ克を有する NUTS3 レベル地域の全て)での就業者数は約 3，400 万人であったため，
越境通勤者の割合は1.4%であった.ちなみに， 1995年について別の機関が実施した調査と比較すると，
越境通勤者数は 1995年から 1999年にかけて約 29%増加した.以下では， Hitzelsberger et al. (2001) 
に基づいて EU内部の回境地域における越境通勤流動の概要を明らかにする
まず，越境通勤者の分布を i豆17)1]に検討してみよう.第 11~1によると ， ll\I~1者数，入国者数ともに特
定の出に集I:Jする傾向がl明らかである. I:UI~I者数ではフランスが約 25 万人を送り出しており，全体
の半数を占めている.これに ドイツ ベルギー イタリアが続いている.一方 入国者数ではスイ
スが 17万人と最も多く，全体の約 35%を占めていた.次いで， ドイツ，ルクセンブルク，オランダ
となっている.ょIj11'入国者数をあわせて考えると，これらの越境通勤者は，地域的にはヨーロッパ






次に，国別の流動に注呂する(第 21~) 最大の流動はフランスからスイスへのもので，約 97，000
人に達する.これに続くのは，フランスからドイツへの流動(約 61.000人).フランスからルクセン
ブルク(約 42，000人).イタリアからスイス(約 34，000人).ドイツからスイス(約 32，000人)であっ




















(Hitzelsberger et a/.， 2001による)
E 吸奴地域からみた越境通勤流動
車-1 スイスにおける越境通勤流動
スイスに入国する越境通勤者数は， 2007年の第2四半期では，約 195，700人に達している 越境通
勤者の居住I~I (国籍とは異なる)に注呂すると，同時期，フランスが54.3%で、最大で，次いでイタリ










2007年になると， こうした傾向は若干の変化を示す. とくに， フランスとイタリアからの越境通
勤者の増加によって，ジュネーヴ，ヴォーおよびティチーノでは大きな増加がみられるようになった.
ジユネーヴでは 26，000人から 48，000人へ，ヴォーでは 8，000人から 14，000人へ，さらに，ティチー
ノでも 26，000人から 39，000人へと増加した.一方，北西スイスでも越境通勤者数は増加しているも
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第 3図 スイスにおける越境通勤者数の出発匡i別推移 (1999-2007年)
(スイス統計局資料による)
56 
で その割合は 4，8%である スイスにおける全就業者の分布は，呂土の北半分， つまりアルプスの
高位山地以外の地域に集中する傾向にある 第 4図で示したように， 越境通勤者はスイスの国境地域
に流入するため， チューリヒ， ベルン ルツェルンなど大都市には少なく， 全体の就業者数に占める
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主 1) スイスのカントンのI信号は次による， ZH:チューリヒ， 8E:ベルン， LU:ルツェルン， UR:ウー リ， SZ:シュ
ヴィーツ， OW:オプヴァルテン， NW:ニトヴェルテン， GL:グラールス， ZG:ツー ク， FIとフルブール，
SO:ゾロトゥルン， 8S: J¥ー ゼル・シュタット， 8L: J¥ー ゼル・ラントシャフト， SHシャフハウゼン， AR:アッ
ベンツェル・アウサーローデン AI:アッベンツェル・インナーローデン SG:サごンクト・ガレン GR:グ
ラウピュンテ守ン， AG:アールガウ， TG:トウールガウ， TI:テイチーノ， VD:ヴォー ， VS:ヴアレー， NE:ヌー
シャテル， GE:ジユネーヴ， .IU:ジュラ
2) 1999 i!:， 2007 il:ともに第2四半期の数値 (スイス統計局資料による)
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前後を占めており，越境通勤者の存在が重要な役割を演じている





スは， 1960年に EFTA(欧州自由貿易連合)に加盟し 1972年7月には ECと自由貿易協定を締結
した ヨーロッパの経済統合は後に EEA(欧州経済地域)に発展するものの，スイスでは 1992年 12
丹の国民投票でEEA加盟協定批准が否決された. しかし EEAに非加盟による不利益を避けるため，
1994年からスイス政府と Eむとの関で2者間協定交渉が開始され，EUとの関係強化も模索されてきた
これまでに，第一次協定 (2002年6月発効)，第二次協定 (2004年 12月)が締結されている. また，
2005 年 5 月には，シェンゲン協定がI~民投票で承認された(協定の実施時期は未定)
j琵知の通り，スイスは永世中立密であり，またカントンの権限が強い連邦である.外交に関しては，






















ルクセンブルクは 越境通勤流動に関して， EU 内部で重要な地位にある.流動のほとんど全ては
流入であり、巨大なi吸収地域となっている.第 1表は，ルクセンブルクへの越境通勤者の推移を示し











急激に増加した. とくに 1990年以降の増加が著しく， 2000年頃にルクセンブルク人，在住外国人の
就業者数を超えて 114.400万人に達し， 2005には 12万人を超えた(第 l表)
次に，ルクセンブルクにおける越境通勤者の職種に注目する.第 71~1 は，ルクセンブルクにおける
就業者の職担について示したものである これによれば，ルクセンブルク人の場合，公務員の割合が
非常に高い 公務員に占めるルクセンブルク人の割合は約 90%で さらにルクセンブルク人の就業
第 1表 ルクセンブルクへの越境通勤者数の抗移(1974-2005年)
単位:千人
)苦fll也 匡1 ~lf 性別
松数
ベルギ一フランス ドイツ ベルギーフランス ドイツイタリアその他 男性 女性
1974 1.4 5.7 4.4 1.3 5.3 4.1 1.3 0.6 0.1 9.8 1.6 
1980 11.9 5.7 4.7 1.5 5.2 4.5 1.5 0.6 0.1 9.7 2.2 
1990 35.3 12.3 16.6 6.4 10.8 15.7 6.0 1.1 1.7 24.3 11.0 
1995 56.9 17.2 29.5 10.2 15.4 27.3 9.7 1.4 3.1 38.8 18.1 
2000 90.3 25.0 48.3 17.0 22.8 45.7 16.1 1.7 4.0 61.2 29.1 
2001 100.1 27.5 53.3 19.3 25.0 50.7 18.2 1.9 4.3 67.8 32.3 
2002 104.9 28.8 55.5 20.6 26.1 52.9 19.4 1.9 4.6 71.1 33.8 
2003 108.8 29.6 56.8 22.4 26.9 54.0 21.0 1.9 4.9 73.9 34.9 
2004 114.4 30.8 59.2 24.4 27.9 56.3 22.7 2.0 5.4 77.8 36.6 

































































クの中心性の高さである(呉羽， 2003). ルクセンブルクにおける 1人あたりのGDPは約80，000米
ドルで (2005年， IMF)，世界最高レベルにある.また， 2007年には 10万米ドルを超えることが予
想されている.その結果，平均賃金がかなり高い さらに多くの国際機関が存在すること，工業だけ
でなく金融・サービス業を中心とした第三次産業に特化することといった都市機能が著しく大きい.




























































第 10図 フランスの冨境地域における越境通勤者数の割合 (1999年)





1999 ; Michna， 2002). 彼らは，フランスに居住しながら， ドイツやスイスに通勤している
フランスの;場場合 J二千!
ル.パドカレ地j減或カか、らロレ一ヌ地j域或にカか、けては 石炭産業の斜斜.1陽湯化とともに産業衰退地j域或にもなつて
いる また， I鱗鋒剣j接妾刻!屈歪で、の給与水i準柱の高さが， j越也境j通邑自邸勤り幼jを促進していると考えられる
N-2 ベルギーにおける越境通勤流動





は， どれも 5，000人規模で近年安定している.ちなみに， ドイツおよびルクセンブルクからの入思数
は極端に少なく，前者が800人前後，後者は 400人前後で推移している.越境通勤者流動のバランス
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ベルギーのナI'I~りに，越境通勤者の分布をみると(第 12 図)， I~J克に接する県で多くの越境通勤者が
みられる ベルギー人による出国ではルクセンブルクへ向かう通勤者が最も多いが，その発地は近接
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第 12図 ベルギーにおける州日Ij越境通勤者の分布 (2005年)
u: :数字はナH~I を示す 1 :アントウエルペン Antwerpen. 2ブ1)ュッセル 8russels，3: 1)ンブルフ Limburg，4 
フラームス・ブラパント Vlaams8rabanl. 5 東フランデレン Oost-Vlaanderen， 6 西フランデレン West-
Vlaanderen. 7:ブラパン・ワロン 8rabantwallon， 8エノ-Hainaut， 9・1)コ二一ジュ Liとge，10: 1)ュクサンブーD 
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言・協力をいただいたボン大学の H.Toepfer教J受に深く感謝する次第である
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The Mobility of Cross-border COlmnuters on the Border Regions in the EU 
KUREHA Masaaki 
The purpose of this study is to examine the mobility of cross-border commuters on the border regions 
within the inner parts of the EU. The number of Cross同borderCommuters is increasing based on the policy 
by the EU， the Schengen Agreement， and various attempts by cross七ordercooperation. Most of cross-border 
commuters exist in the Eur・opeanMegalopolis ranging from Luxembourg to Geneva. 1n this Megalopolis， the 
main destination of the commutation is Switzerland and Luxembourg， where commuters can obtain relative 
high wage. France represents the main original region of the flow. French commuters go to Switzerland， 
Luxembourg or Germany every day to work there. The ftow of cross-border commuters is mainly based on the 
economic di百erencebetween original regions and destinations. Linguistic environment also plays an important 
role to push the cross-border commuting in the French speaking regions. The enlargement of the cross-border 
commutation promotes to form of a new functional region which node locates in a border city. 
Key words: EU， border region， cross-border commuter， border city， European Megalopolis 
